
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３５０１

基盤研究(C)

2014～2012

生命倫理学におけるモンスター概念の変遷とその役割―メタファーとしての奇形―

The role and implications of the concept of monsters in bioethics

７０２２４３４２研究者番号：

香川　知晶（KAGAWA, Chiaki）

山梨大学・総合研究部・教授

研究期間：

２４５２０００９

平成 年 月 日現在２７   ６   ５

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：生命倫理学では「モンスター」という語が、医学的な「奇形」という意味を離れて、新たな
医療技術のもたらす「怪物」といった意味に拡張されて使用されている。ここでは、この疾病概念のメタファー使用の
典型例について、その歴史的起源を検討した。その結果、「モンスター」概念は、16世紀以来、何よりも神の意図を蔵
している「驚異」の典型として論じられており、医学的な「奇形」概念と比べれば、もともとメタファーとして理解さ
れていたことが明らかとなった。生命倫理学におけるメタファーとしての用法は「驚異」概念の現代における復活とし
て解釈されるのである。

研究成果の概要（英文）：In reference to the concept of monster, we can easily point out many examples of 
the deviation of meaning from medically restricted one to more vulgar one to indicate a kind of horrible 
side effect brought about by the new medical technologies in biomedical literature. This metaphorical use 
of monster has historically the origin in the theological tradition of monster arguments since 16th 
century. After all a monster was a paragon of prodigies representing the divine will at the dawn of 
modern era. It was a metaphor to be found out the hidden message. This conception was gradually refined 
into teratological meaning by the end of 19th century. Therefore, the metaphorical use of the word 
“monster” in bioethics can be interpreted as the revival of the original meaning in our time.
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１．研究開始当初の背景 

(1)生命倫理学の成立過程で、疾病ないし異常

をめぐるメタファーが生命倫理学の議論に大

きな影響を及ぼしてきた。その典型例は、米

国の「死ぬ権利」運動に登場する「モンスタ

ー」概念である。しかし、そうしたメタファ

ーの影響を中心に検討した研究は行われてこ

なかった。 

(2)疾病そのものがメタファーとして社会的

に大きな役割を果たすことは、邦訳のある評

論家ソンタグの著書をはじめ、広く人口に膾

炙しており、医療人類学、医療社会学、さら

にはカルチュラル・スタディーズなどの研究

主題とされ、すでに膨大な研究蓄積がある。

また、生命倫理学においても、エンゲルハー

トの疾病論(1974)やアナスのモンスター論

(1990)などの議論がなかったわけではない。

しかし、特に生命倫理学の分野では疾病メタ

ファーの機能を主題といえる研究は存在して

なかった。 

(3) しかし、生命倫理学においては「モンス

ター」という表象は米国のみならず、日本で

も影響を行使してきた。日本の場合、可視的

に異形の重度障害者や、さらには「老醜」へ

の忌避・恐怖を喚起させ、重度障害新生児の

治療停止から重度傷病者の安楽死・尊厳死問

題へと結びついてきた。その結果安楽死運動

及び優生保護法改定運動と障害者運動とのコ

ンフリクトが生じてきた。しかし、その変遷

を疾病メタファーという観点から総合的・多

元的に解析する研究はいまだ未開拓である。 

２．研究の目的 
以上のような研究の現状を踏まえ、本研究の
目的を以下の 2点に設定した。 

(1) 「モンスター」概念をめぐって、医学的

な「奇形(monstre)」概念の歴史的検討から出

発し、日米欧にわたる生命倫理学の議論にお

ける変奏の過程を実証的に分析する。 

(2)さらに、医学的概念から「世間的」疾病メ

タファーが派生してくる過程の多元的分析と

日本における生命倫理学との関係解明という

新たな研究領域を開拓するための基本的視座

を確保する。 

３．研究の方法 

「モンスター」概念の医学的分析とその起源

に関して、当初、医学的には古い歴史を有す

る「モンスター＝奇形」が時代が下るととも

に純粋な医学の場を離れ、見世物小屋、堕胎

(間引き)、座敷牢などの世間的仕掛けを通じ

て一般人の深層心理に刻まれていったとする

作業仮説を立て、この仮説の妥当性を検討す

るために、次の3点を中心に順次研究を進める

こととした。 

(1)「モンスター」概念の医学的分析とその起

源の解明：医学における「モンスター」はい

わゆる先天奇形を指すが、その後各種の変性

疾患、悪性腫瘍、感染症にもこの概念は拡張

されてきた。そのため、医学を中心とし、歴

史学、社会学、生命倫理学の基本文献の収集、

整理、検討を行い、「モンスター」概念を範

型として生命倫理学における異常・疾病概念

の起源を明らかにする。 

(2)生命倫理学における「モンスター」概念の

変遷過程の解明：起源の解明を踏まえ、生命

倫理学の文脈における「モンスター」概念の

変容の過程を実証的に明らかにする。ここで

は文献調査とともにイタリア・フランスの医

学博物館における「モンスター」展示につい

て現地調査を実施する。 

(3)「モンスター」概念の社会的役割と生命倫

理学との関係分析：以上の作業で得られたデ

ータを基に、３名の研究者相互の緊密な連携

によって、生命倫理学における疾病メタファ

ーの意味を、文化的・政治的文脈をも視野に

収め、総合的に分析する。この際、生命倫理

学における主要な問題群の一つである「尊厳

死」の概念とモンスター論またその変奏曲と

も言えるパーソン論などと、どの様な関係を

持ちながら変遷してきたかを辿り、モンスタ

ー概念を変数として加えた場合の生命倫理学

の議論の帰趨を日米欧における文脈に即した



形で見届ける。 

４．研究成果 
上記「２．研究の目的」のうち、現在までに
主として(1)を中心に一定の成果を得ること
ができた。その概要は以下の 4点にまとめる
ことができる。 

(1)生命倫理学におけるモンスター概念の用

法についての確認:生命倫理学では医学的な

「モンスター＝奇形」概念から出発し、その

意味を拡大し、とりわけ医療技術の進歩がも

たらす問題点を強調するためのメタファーと

して使用されてきたことが確認される。代表

例は生命倫理学の先駆的業績とされるJ・フレ

ッチャーのMorals and Medicine(1954)におけ

る用例である。フレッチャーは医療技術の進

歩が死ぬに死ねない患者を生み出していると

し、それを医療技術の生みだしたモンスター

だと規定する。その上で、生命の誕生時の「モ

ンスター＝奇形」に対するのと同様の医学的

処置として生命の終わりの場面のモンスター

に対する安楽死の肯定を導き出そうとする。

ここで「モンスター」は単なる医学的奇形の

意味を超えて、医療技術が生み出す怪物を指

すメタファーとして使用され、その怪物がも

たらす恐怖感・おぞましさが安楽死肯定論の

立論を支える機能を果たしている。 

(2)医学的「モンスター」概念の現状：現在の

医学においては、「奇形」の問題は発生学的に

完全に説明がつく現象として理解されている。

そうした「奇形」について臨床の場面でどの

ように対応するかという問題は残っているも

のの、そこにはメタファーとしてのモンスタ

ー概念につきまとう恐怖・おぞましさ・驚異

といった意味合いは完全に払しょくされてい

る。そうした医学的な理解は、19世紀医学に

おける奇形学の成立に由来するものである。

さらには、そこで成立したモンスター概念は

身体に対する自然学的・医学的な考察として

古代ギリシアのヒポクラテスやアリストテレ

ス以来の流れに沿ったものであることも確認

された。 

(3)近代における「モンスター」概念の展開：

しかし、文献を精査すると、19世紀的な奇形

についての医学的な理解が確立されるまでの

過程は医学的観点から見ればかなり錯綜して

いることも明らかとなる。16世紀のルネサン

ス期から近世初頭の17世紀にかけて、「モン

スター」はきわめて活発な議論の対象となり、

「モンスター」をあつかう書物も数多く出版

された。しかし、それらの議論は医学的な厳

密な意味での「モンスター」概念を超えたと

ころでおこなわれたものだった。それは16世

紀以降のモンスター論が1523年にルターと

メランヒトンが発表した小冊子、『二つの恐

ろしい図の説明、ローマの教皇ロバとマイ

セン・フライベルクで発見された修道士ウ

シ』を出発点としている影響が大きい。す

なわち、モンスターは何よりもまず神学的

枠組みの中で解釈されるべきものであった。

モンスターはこの世界における様々な驚異

(prodigies)の一つであり、そこに隠された神

意こそ、読み取るべきだと考えられたのであ

る。こうした概念枠に基づく議論が16世紀か

ら近世初頭にかけてのモンスター論を牽引し

てきた。したがって、出発点は医学的に厳密

に限定された奇形というよりも、むしろモン

スターのメタフォリックな概念に求めざるを

得ない。 

(4) 暫定的な結論と今後の研究課題:こうし

て、当初本研究が前提としておいた作業仮説

は根本的な変更を迫られることになった。そ

のため、まずは16世紀以降のモンスター概念

を医学的な概念へと収斂していく過程に即し

て分析することが必要となった。そうしたメ

タフォリックなモンスター理解を医学発生学

的観点へと転換していく過程を分析した結果、

デカルトの医学論が大きな結節点となること

を確認することができた。これが現在まで本

研究によって得られた成果であり、現在研究

代表者を中心に、近世初頭におけるモンスタ

ー概念の変遷を通覧する論文の発表を準備し

ている。 
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